
２０２２年度第２回スポーツ・健康科学研究科委員会議事録要旨 

 

日時 ： ２０２２年 ５月２４日（火）１３時３５分～１４時４６分 

場所 ： 東松山校舎管理棟大会議室 

構成員： １８名（定足数１０名） 

出席数： １７名（定足数充足） 

欠席者：  １名 

                                 

議  長： 勝又  宏  スポーツ・健康科学研究科委員長 

 

《報告事項》 

１．研究科委員長会議および大学院評議会（2022 年 5 月 23 日開催）からの報告について【資料１】 

   ①2022年度研究科委員長職務代行について 

   ②2023年度大学院入学試験日程について 

   ③大東文化大学大学院案内 2023について 

   ④教職課程センターからの報告について 

   ⑤全学 FD委員会からの報告について 

   ⑥2022年度大学院公開説明会開催実施（案）について 

   ⑦2022年度大東文化大学給付奨学金給付候補者の選考に伴う専攻別割当数の変更について 

   ⑧大学院生に対する研究活動支援について（継続）                 

   ⑨修士論文（完全製本版）提出の廃止に伴う修士論文の保管等の電子化に係る運用形態について

＜継続＞                                 

議長より、別添資料の通り研究科委員会の報告がなされた。 

⑥については入試センターの報告により大学院全体の説明となるため、研究科独自説明会について実施

要領が決まり次第情報提供を行い、情宣活動を依頼することが報告され、これが承認された。 

 

２．その他 

 

《報告承認事項》 

１．2021 年度スポーツ・健康科学研究科ＦＤ活動報告書の提出について      【資料２】 

議長より、添付資料について別添資料の通り報告され、これが承認された。なお、FD 活動報告につい

ては１１月分のみ報告が漏れていた旨補足説明がなされた。 

 

２．2021 年度入学生修士論文題目変更について              

議長より、修士論文構想発表会に伴い 2 名の題目変更が発生した旨報告があり、事後承認された。 

     

３．2022 年度スポーツ・健康科学研究法の授業内アンケートの報告について     【資料４】 

専攻主任より別添資料の通り報告がなされ、これが承認された。 

履修者 11 名、欠席 1 名の 10 名からの回答あり。特に自由記述の内容については今後、学習成果の可視



化への取り組みの一環として、現在の授業方法の見直しのための検討材料とする。 

 

４．2022 年度開始スポーツ・健康科学研究科 新カリキュラム英語名称について【資料５】 

議長より、資料に基づきカリキュラム改正に伴い科目の英語表記の設定について報告がなされ、これ

が承認された。 

 

５．その他 

 特になし。 

 

《議 案》 

１．2022 年度入試説明会（研究科独自開催：７月）の実施について＜継続＞ 

入試担当教員より、今年度は７月２６日（火）お昼休みに対面式で実施予定である旨報告がなされ、

日程が承認された。なお、実施方式については詳細を検討の上、次回６月研究科委員会にて報告する

こととなった。 

   

２．2022 年度スポーツ・健康科学研究法の授業内アンケートの実施について    【資料６】 

専攻主任より、別添資料に基づき７月２３日（土）授業内で実施する旨報告がなされ、承認された。

なお、原則前回同様のアンケートだが、設問 16 についてはオンライン・オンデマンドの設問になる

ので修正を予定している。 

 

３．2023 年度以降大学院研究科予算について（Ｍ１・Ｍ２消耗品取り扱い）＜継続＞【資料７】 

議長より、前回からの継続審議として再提案され、新 M２：新 M１の予算割合を６：４として次年度

以降積算を行うことが承認された。 

 

４．2023 年度（以降）「スポーツ・健康科学研究法」授業内容及び担当方法に関する検討＜継続＞【資

料８】 

議長より、退職による当該授業の欠員について、新任教員に加わっていただく旨報告がなされた。ま

た、専攻科主任・委員長も変わるため、今後の担当コマの検討が必要であることについても再度周知

がなされた。これに対し種々意見の開陳がなされ、7 月の研究科委員会（7/26）終了後に実施する方

向で検討することが承認された。 

 

５．スポーツ・健康科学専攻 専修免許の対象科目について             【資料９】 

事務より、資料に基づき説明がなされ、今後の対応については 6 月以降の研究科委員会で随時報告を

行う旨案内がなされた。 

 

６．2022 年度構想発表会に関する成果の確認および検討について          【資料１０】 

議長より、自己点検の観点から議案に追加し、学習成果の可視化を確認する指標として構想発表会の

成果の確認を行う旨説明がなされ、5 月 21 日に開催された構想発表会に関する意見交換が行われた。 

議長からは本件をＦＤとして取り上げて、具体的な取り組みについては研究科としても引き続き検討

する方針が説明され、これが承認された。 



７．その他 

特になし。 

 

最後に議長は、研究科委員会の終了を宣して、１４時４６分に閉会した。 


